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１
９
５
４
年
10
月
に
１
町

10
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

韮
崎
市
の
「
市
制
施
行
71
周

年
式
典
」
が
、
10
月
10
日
に

市
役
所
大
会
議
室
で
開
か

れ
、
来
賓
や
自
治
会
役
員
な

ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
、

こ
れ
ま
で
の
市
の
歩
み
を
振

り
返
り
、
今
後
の
発
展
を

誓
っ
た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
内
藤
久
夫

市
長
は
、
韮
崎
大
村
美
術
館

敷
地
内
に
大
村
智
記
念
館
を

設
け
た
こ
と
や
韮
崎
中
央
公

園
南
側
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
韮
崎
ア
リ
ー
ナ
（
韮
崎
中

央
体
育
館
）
を
建
設
し
た
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
、「
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
『
チ
ー
ム

韮
崎
』の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

市
民
の
皆
様
の
協
力
に
支
え

ら
れ
て
い
る
。
韮
崎
市
は
着

実
に
確
か
な
歩
み
を
続
け
て

い
く
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　

続
く
表
彰
状
の
授
与
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、
福

祉
な
ど
の
各
分
野
で
活
躍
し

た
市
民
を
讃
え
る
「
特
別
有

功
表
彰
」、「
功
労
表
彰
」、「
善

行
表
彰
」
な
ど
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
19
人
と
19
団
体
に

表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

わ
っ
た
。

　

こ
の
市
制
祭
は
、「
喜
び

や
感
動
を
共
有
す
る
」と「
見

る
か
ら
参
加
す
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
韮
崎
市
制
施
行
の

周
年
を
祝
う
も
の
で
、
駅
前

中
央
通
り
エ
リ
ア
や
に
ら
さ

き
文
化
村
周
辺
エ
リ
ア
な
ど

４
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
て
、

飲
食
や
物
販
な
ど
約
40
の

ブ
ー
ス
と
15
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
用
意
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
駅
前
中
央
通
り

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
私
立
白

　

韮
崎
市
最
大
級
の
イ
ベ
ン

ト
「
韮
崎
市
制
祭
」
が
、
10

月
12
日
に
駅
前
中
央
通
り
と

本
町
通
り
を
歩
行
者
天
国
に

し
て
、
多
く
の
人
出
で
に
ぎ

ア
ー
」（
韮
崎
市
商
工
会
主

催
）
が
、
10
月
25
日
に
開
か

れ
、
県
内
外
か
ら
起
業
や
空

き
店
舗
に
関
心
の
あ
る
人
な

ど
約
30
人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
市
内
へ

の
移
住
や
起
業
、
新
規
事
業

を
立
ち
上
げ
た
い
人
、
商
店

街
を
活
性
化
し
た
い
人
を
対

象
に
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、２
０
２
３
年
に
２
件
、

昨
年
は
５
件
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
成
功
し
て
い
る
こ
と
や
前

回
の
参
加
者
か
ら
「
ほ
か
の

空
き
店
舗
も
見
た
い
」
と

い
っ
た
要
望
な
ど
を
受
け
て

企
画
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
中
央
町
の
ア
メ

リ
カ
ヤ
ビ
ル
か
ら
ツ
ア
ー
が

始
ま
り
、
若
宮
の
豆
腐
店
跡

や
中
央
町
の
新
聞
店
２
階
の

事
務
所
跡
な
ど
、
空
き
店
舗

13
件
と
改
装
し
て
新
た
な
店

舗
と
な
っ
て
い
る
飲
食
店
や

雑
貨
店
な
ど
７
件
を
紹
介

し
、
参
加
者
は
築
年
数
や
広

さ
、
間
取
り
、
家
賃
な
ど
を

確
認
し
て
い
た
。

　

市
内
で
飲
食
店
の
開
業
を

検
討
し
て
い
る
と
い
う
本

町
在
住
の
望
月
洸
夢
さ
ん

（
29
）
は
、「
ち
ゃ
ん
こ
屋
を

開
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
気

に
な
っ
て
い
る
物
件
を
ま
と

め
て
見
学
し
て
、
店
舗
の
広

さ
を
確
認
で
き
る
こ
と
や
店

主
か
ら
の
話
が
聞
け
る
の
は

あ
り
が
た
い
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
甲
斐
市
か
ら
参
加

し
た
斉
藤
清
美
さ
ん
（
47
）

は
、「
自
分
の
飲
食
店
を
開

き
た
い
と
思
い
、
周
辺
地
域

で
物
件
を
探
し
て
い
た
と
こ

ろ
ツ
ア
ー
が
あ
る
こ
と
を
知

り
参
加
し
た
。
こ
ぢ
ん
ま
り

と
し
た
物
件
が
見
つ
け
ら
れ

た
ら
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

　

市
商
工
会
の
岩
下
和
彦
会

長
は
、「
県
内
外
か
ら
多
く

の
参
加
者
に
来
て
も
ら
い
、

韮
崎
市
が
注
目
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
る
。
不
動
産
サ
イ
ト

に
は
な
い
物
件
の
掘
り
起
こ

し
を
し
て
き
た
の
で
、
オ
ー

ナ
ー
と
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る

貴
重
な
機
会
で
も
あ
る
。
今

回
の
ツ
ア
ー
で
も
マ
ッ
チ
ン

グ
が
成
立
し
て
い
い
成
果
が

生
ま
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。

　

駅
前
中
央
通
り
や
本
町
通

り
商
店
街
の
空
き
店
舗
と
空

き
店
舗
を
改
装
し
て
営
業
し

て
い
る
店
を
歩
く
「
韮
崎

駅
前
商
店
街
空
き
店
舗
ツ

　

韮
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
守
屋
久
会
長
）
は
、
10
月

13
日
、
Ｊ
Ｒ
韮
崎
駅
前
広
場

や
駅
前
中
央
通
り
、
本
町
通

り
の
商
店
街
な
ど
で
恒
例
の

美
化
活
動
を
行
い
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻

な
ど
を
拾
い
集
め
た
。

　

こ
の
美
化
活
動
は
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
統
一
奉
仕

デ
ー
（
10
月
１
日
）
の
活
動

と
し
て
、
今
回
は
12
日
に
開

か
れ
た
「
韮
崎
市
制
祭
」
後

の
会
場
周
辺
で
行
う
こ
と
に

し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
15
人
が
参

加
し
、
３
人
１
組
の
５
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
駅
前
中

央
通
り
や
本
町
通
り
、
水
神

町
通
り
、
に
ら
さ
き
文
化
村

な
ど
を
歩
き
、
約
１
時
間
で

40
㍑
の
ご
み
袋
３
袋
分
を
集

め
た
。

百
合
幼
稚
園
年
長
児
に
よ
る

踊
り
や
県
立
韮
崎
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
が
披

露
さ
れ
た
り
、
サ
ン
バ
カ
ー

ニ
バ
ル
な
ど
が
行
わ
れ
、
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

甲
斐
市
か
ら
来
場
し
た

と
い
う
伊
藤
あ
ゆ
美
さ
ん

（
38
）
は
「
職
場
の
仲
間
に

誘
わ
れ
て
初
め
て
来
ま
し

た
。
歩
行
者
天
国
に
な
っ
て

い
て
、
色
々
な
お
店
や
出
し

物
が
あ
り
楽
し
ん
で
い
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

韮崎市制施行71周年

個人19人と19団体を表彰

▼
善
行
表
彰　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
韮

崎
市
航
空
協
会
、（
株
）ノ
ジ
マ
、

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

甲
府
支
社
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ソ
リ
ュ
ー
ソ

ン
ズ（
株
）、（
株
）シ
ス
テ
ム
ズ
、

旭
陽
電
気
（
株
）、（
株
）
ダ
イ

ナ
ム
、
東
京
機
材
工
業
（
株
）、

（
株
）
Ｉ
Ｄ
Ｏ
Ｍ
、
甘
利
山
財

産
区
管
理
会
、
韮
崎
Ｒ
Ｃ
、
韮

崎
Ｌ
Ｃ
、
上
原
充
、
小
泉
省
三
、

重
田
恵
美
子
、
大
柴
喜
和
子
、

小
泉
み
ち
子

▼
感
謝
状　
大
村
純
一
、（
株
）

ナ
カ
ノ
ア
パ
レ
ル
、（
株
）
千

代
田
セ
レ
モ
ニ
ー
、
東
八
防
災

▼
特
別
有
功
表
彰　
大
村
智

▼
功
労
表
彰　
内
藤
一
穂
、
長

田
文
彦
、
佐
藤
英
貴
、
三
瀬
和

彦
、
小
川
由
美
子
、
寺
本
真
人
、

岡
村
祐
、
城
宝
知
也
、
広
瀬
充
、

秋
山
浩韮

崎
駅
前
商
店
街
ツ
ア
ー
開
催

改
装
店
舗
や
空
き
店
舗
歩
く

駅
周
辺
で
美
化
活
動

韮
崎
Ｌ
Ｃ

（
株
）、（
株
）
宝
リ
サ
イ
ク
ル
、

新
生
紙
パ
ル
プ
商
事
（
株
）、

甲
斐
韮
崎
交
通
安
全
協
会
、
峡

北
地
区
明
る
い
社
会
づ
く
り
運

動
協
議
会
、
今
福
千
恵
子
、
大

塚
美
南
恵
（
敬
称
略
）

韮
崎
市
制
祭周年式典で行われた表彰式（上）と歩行

者天国になった駅前中央通りで催された
サンバカーニバル（下）

参加者に開業までの経緯を話す店主

https://e-iezukuri.net/
https://lin.ee/Hqfs6Y0
https://www.instagram.com/simurakensetsu3536?igsh=MTRqeWRsM2s0bHd4MQ%3D%3D
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い
る
人
を
見
過
ご
せ
な
い

お
せ
っ
か
い
焼
き
な
ん
で

す
ね
」、「
学
校
の
勉
強
は

あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
か
っ

た
け
ど
、
運
動
は
得
意

だ
っ
た
」
と
話
す
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
も
、

部
活
も
、
礼
儀
に
う
る
さ

い
で
し
ょ
う
。『
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
』、『
こ
ん

に
ち
は
』の
あ
い
さ
つ
は
、

人
間
関
係
を
築
く
上
で
無

く
て
は
な
ら
な
い
基
本
だ

と
思
う
」
と
、
礼
儀
の
大

切
さ
を
語
る
。

　

大
学
卒
業
後
は
、
地
元

人
ひ と

　
「『
ま
ず
は
、
や
っ
て
み

よ
う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ

う
』
の
精
神
で
、
こ
の
１

年
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
」

と
話
す
伊
藤
直
人
さ
ん

（
40
）
は
、
韮
崎
北
杜
青

年
会
議
所
（
以
下
：Ｊ
Ｃ
）

の
第
55
代
目
理
事
長
を
務

め
る
。

　

甲
斐
市
出
身
の
伊
藤
さ

ん
は
、「
小
さ
い
頃
か
ら
、

誰
か
が
ケ
ン
カ
し
て
い
る

と
、
な
ん
と
か
止
め
よ
う

と
割
っ
て
入
っ
た
り
、
い

じ
め
な
ん
か
も
黙
っ
て
見

て
い
ら
れ
な
い
。
困
っ
て

企
業
に
就
職
。
別
荘
地
の

管
理
を
任
さ
れ
、
休
日
を

返
上
し
て
働
く
こ
と
も
あ

り
、
社
会
の
厳
し
い
現
実

を
学
ん
だ
。
30
歳
の
時
に

父
親
が
営
む
住
宅
建
築
業

で
働
く
決
意
を
し
た
。

20
歳
〜
40
歳
の
若
者
の

力
で
「
明
る
く
豊
か
な
社

会
を
築
く
」
と
い
う
青
年

会
議
所
の
活
動
に
誘
わ

れ
、２
０
１
７
年
に
入
会
。

Ｊ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に

韮
崎
観
光
協
会
と
協
働
す

る
サ
マ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
韮
崎

駅
前
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
し
、
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー

に
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
何
台
も
並
べ
る
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
。

　

ま
た
、
理
事
長
に
就
任

し
て
、
韮
崎
市
と
北
杜
市

で
防
災
時
協
定
書
の
約
款

を
策
定
。「
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
ら
、
誰
が
ど
こ
に

連
絡
す
る
と
か
、
具
体
的

に
決
め
て
お
か
な
い
と
困

る
。
だ
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
つ
く
っ
た
」
と
い
う
。

　

今
の
主
な
仕
事
は
現
場

と
営
業
。「
始
め
の
頃
は

自
分
も
若
か
っ
た
し
、
仕

事
の
経
験
も
あ
っ
た
の
で

口
を
出
し
て
父
親
と
は
ケ

ン
カ
ば
か
り
で
し
た
」
と

苦
笑
し
、「
今
は
い
い
と

こ
ろ
を
学
び
合
う
ゆ
と
り

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

と
自
信
を
に
じ
ま
せ
た
。

「
ま
ず
は
、や
っ
て
み
よ
う
」

韮
崎
北
杜
青
年
会
議
所　

伊
藤
直
人
さ
ん

　

続
く
会
食
で
は
、
小
原
会

長
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
調
理

し
た
松
茸
ご
飯
や
ア
ジ
の
塩

焼
き
、
豚
汁
な
ど
の
定
食
が

用
意
さ
れ
た
。参
加
者
は「
お

い
し
い
」
や
「
季
節
の
味
だ
」

な
ど
と
会
話
を
し
な
が
ら
食

事
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

自
宅
に
こ
も
り
が
ち
な
高

齢
者
に
、
食
事
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
す
る
場
を
設
け
よ

う
と
、
任
意
団
体
「
大
人
食

堂
の
会
」（
小
原
一
美
会
長
）

は
、
10
月
19
日
に
大
人
食
堂

「
コ
ハ
ラ
ン
チ
」
を
神
山
町

の
神
山
公
民
館
で
開
い
た
。

　

こ
の
「
コ
ハ
ラ
ン
チ
」
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
同
士
が

食
事
を
通
し
て
交
流
し
た

り
、
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
え
た
ら
と
企
画
さ
れ
た

も
の
で
、
今
年
７
月
に
初
め

て
実
施
し
、
今
回
で
２
回
目

に
な
る
。

　

当
日
は
高
齢
者
20
人
が
参

加
。
は
じ
め
に
北
杜
市
立
国

保
辺
見
診
療
所
の
中
山
陽
子

理
学
療
法
士
に
よ
る
「
フ
レ

イ
ル
予
防
講
座
」
が
開
か

れ
、「
フ
レ
イ
ル
と
は
、
体

の
機
能
や
気
持
ち
、
口
腔
機

能
な
ど
が
低
下
し
て
い
く
こ

と
」
と
説
明
し
、「
健
康
」、

「
運
動
」、「
社
会
参
加
」
が

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
が
る

と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
食
事
を
３
食
欠
か

さ
な
い
こ
と
や
地
域
行
事
へ

の
参
加
の
ほ
か
、
短
時
間
で

も
毎
日
運
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
語
り
、
１
分
間
の
片

足
立
ち
運
動
を
行
っ
た
。

　

同
町
北
宮
地
地
区
か
ら

参
加
し
た
平
賀
久
子
さ
ん

（
85
）
は
、「
最
初
は
参
加
し

よ
う
か
迷
っ
た
が
、
友
人
に

誘
わ
れ
て
参
加
し
た
。
お
い

し
い
食
事
に
満
足
で
す
。
運

動
の
大
切
さ
を
知
っ
た
の

で
、
毎
日
少
し
で
も
体
を
動

か
そ
う
と
思
う
」と
話
し
た
。

　

小
原
会
長
は
、「
こ
う
い
っ

た
場
が
あ
る
こ
と
で
健
康
や

食
事
、
暮
ら
し
な
ど
で
困
っ

た
こ
と
を
近
所
や
私
た
ち
に

相
談
す
る
き
っ
か
け
が
で
き

る
と
思
う
」
と
話
し
た
。

　

次
回
は
12
月
20
日
の
午
前

11
時
に
大
草
町
の
韮
崎
市
社

会
福
祉
協
議
会
で
開
く
と
し

て
い
る
。
対
象
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
約
20
人
で
要
予

約
。
参
加
無
料
。

　

問
い
合
わ
せ
は
☎
０
９
０

‐
８
３
０
９
‐
９
３
６
５

（
清
水
）
ま
で
。

　

韮
崎
市
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
行
方
不
明
に
な
っ

た
認
知
症
の
高
齢
者
を
捜
索

す
る
「
認
知
症
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
」

を
10
月
30
日
に
実
施
し
、
捜

索
協
力
機
関
へ
の
情
報
伝
達

や
早
期
発
見
、
保
護
ま
で
の

手
順
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
地
域
ぐ
る

み
の
見
守
り
を
構
築
す
る
た

め
、
甲
斐
警
察
署
や
市
内
の

介
護
事
業
所
、
タ
ク
シ
ー
会

社
、
郵
便
局
な
ど
29
の
関
係

機
関
が
参
加
す
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
活
用
し

て
行
わ
れ
た
。

　

当
日
の
訓
練
で
は
、
午
後

２
時
に
「
男
性
が
行
方
不
明

に
な
っ
た
」
と
家
族
が
甲
斐

署
生
活
安
全
課
に
捜
索
願
を

提
出
。
同
生
活
安
全
課
は
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
本

町
在
住
の
認
知
症
の
男
性

（
75
）
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
と
し
て
、
氏
名
や
年
齢
、

身
体
の
特
徴
な
ど
の
情
報
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
甲
斐
署
か
ら
届
い
た

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
情
報
を
捜
索

協
力
機
関
に
メ
ー
ル
と
電
話

で
伝
え
、
協
力
機
関
に
よ
る

捜
索
が
始
ま
っ
た
。

　

午
後
２
時
45
分
頃
、「
行

方
不
明
者
を
韮
崎
市
役
所
で

発
見
し
た
」
と
の
連
絡
が

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
入

り
、
市
役
所
に
到
着
し
た
家

族
や
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
甲
斐
署
員
な
ど
が

身
元
確
認
を
し
て
保
護
し

て
、
関
係
機
関
へ
の
捜
索
協

力
を
解
除
し
た
。

　

行
方
不
明
者
を
発
見
し
た

在
宅
介
護
や
さ
し
い
手
甲
府

韮
崎
事
業
所
の
職
員
の
村
上

あ
ゆ
み
さ
ん
は
、「
服
装
の

特
徴
を
し
っ
か
り
と
頭
に
入

れ
て
、
安
全
運
転
し
な
が
ら

探
し
た
。
た
ま
た
ま
だ
っ
た

が
見
つ
け
ら
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
を
担
当
し
た

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
桜
本

美
加
副
主
査
は
、「
関
係
機

関
に
情
報
を
伝
え
る
際
、
職

員
同
士
が
ど
こ
に
連
絡
を
す

る
か
を
決
め
た
方
が
よ
り
迅

速
に
伝
達
で
き
た
と
感
じ
た

の
で
、
改
善
し
て
い
く
」
と

語
っ
た
。

　

個
人
や
グ
ル
ー
プ
が
自
由

な
テ
ー
マ
で
自
費
出
版
す
る

小
冊
子
「ZINE

（
ジ
ン
）」

の
魅
力
を
紹
介
す
る
「ZINE

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
韮
崎
」が
、

10
月
18
日
に
蛍
雪
寮
で
初
め

て
開
か
れ
、
約
50
人
が
来
場

し
た
。（
写
真
）

　

こ
の
ジ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
今
年
７
月
に
山
梨

県
立
文
学
館
で
開
か
れ
た

「ZINE

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２

０
２
５
」
に
参
加
し
た
協
立

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株

式
会
社
の
高
野
雅
裕
代
表
が

「
山
梨
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

ジ
ン
を
多
く
の
人
に
紹
介
し

よ
う
と
企
画
し
た
。

　

当
日
は
、
県
立
文
学
館
や

山
梨
県
立
大
学
、
若
手
社
会

人
で
構
成
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ト
ッ
プ
フ
ァ
ン
」
な
ど
、

12
団
体
が
作
成
し
た
約
１
５

０
点
の
ジ
ン
が
並
び
、
来
場

者
は
気
に
な
る
冊
子
を
手
に

取
っ
て
閲
覧
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
Ａ
６
判
８
㌻
の
ジ

ン
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
開
か
れ
、
参
加
者
は
好
き

な
食
べ
物
や
趣
味
に
関
連
す

る
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
、

文
章
を
書
き
込
み
小
冊
子
づ

く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
し

た
。

　

本
町
か
ら
参
加
し
た
望
月

沙
希
さ
ん
（
24
）
は
、「
ジ

ン
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
ず

に
来
ま
し
た
が
、自
分
の『
好

き
』
を
凝
縮
さ
せ
た
冊
子
を

つ
く
る
、
紹
介
す
る
楽
し
さ

を
知
り
ま
し
た
」と
話
し
た
。

■
穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト

　

穂
坂
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
は
、
11
月
８
日
、

「
森
林
浴
ハ
イ
キ
ン
グ
」（
参
加

費
５
０
０
円
）
を
開
く
。
午
前

９
時
30
分
開
会
。
ま
た
、
９
日

は
「
秘
密
基
地
を
つ
く
ろ
う
」

（
同
）。
午
前
９
時
開
会
。
16
日

は
「
自
然
素
材
で
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
づ
く
り
」（
同
）。
午
前

10
時
開
会
。
23
日
は
「
身
近

な
食
材
で
燻
製
づ
く
り
講
座
」

（
同
）
で
午
前
９
時
開
会
。
詳

し
く
は
☎
37
・
４
３
６
２
ま
で
。

■
無
料
体
験
会

　

韮
崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ

コ
リ
で
11
月
13
日
と
27
日
に

「
オ
カ
リ
ナ
・
竪
琴
無
料
体
験

会
」
が
開
か
れ
る
。
両
日
と
も

に
オ
カ
リ
ナ
部
門
が
午
前
10
時

開
会
、
竪
琴
部
門
は
午
後
１
時

30
分
開
会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

０
９
０
‐
１
８
４
７
‐
８
３
７

９
（
同
村
）
ま
で
。

■
き
も
の
着
付
け
体
験
教
室

　

小
林
方
子
き
も
の
教
室
で

は
、
11
月
15
日
に
韮
崎
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
で
「
き
も

の
着
付
け
体
験
教
室
」を
開
く
。

対
象
は
女
性
20
人
（
要
予
約
）。

実
施
時
間
は
予
約
時
に
確
認
す

る
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
22
・
６

８
１
８
ま
で
。

■
料
理
教
室

　

11
月
16
日
に
韮
崎
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
で
「
や
ま
な

し
食
の
温
故
知
新
料
理
教
室
」

が
開
か
れ
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

ラ
イ
ン
お
か
み
さ
ん
会
主
催
。

当
日
の
テ
ー
マ
は
「
干
し
柿
」。

定
員
15
人
。
要
予
約
。
参
加
費

４
０
０
０
円
。
午
前
９
時
30
分

開
会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０
９

０
‐
８
６
８
８
‐
９
０
２
８

（
成
島
）
ま
で
。

■
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文

化
ホ
ー
ル
で
11
月
８
日
と
９
日

に
「
韮
崎
市
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
５
」
が
開
か
れ
る
。

参
加
無
料
。
両
日
と
も
に
午
前

９
時
開
会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

45
・
７
２
０
９
ま
で
。

■
マ
ル
シ
ェ
＆
フ
リ
マ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
「
プ

ラ
イ
ヴ
ェ
ッ
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
で
は
、
11
月
16
日
に
韮
崎

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
で

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
マ
ル
シ
ェ

＆
フ
リ
マ
」
を
開
く
。
正
午
開

会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
22
・
９

９
４
４
ま
で
。

■
Ｕ
─
３
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス

韮
崎
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ら
ち
び
は
、
11
月
23
日

に
韮
崎
中
央
公
園
芝
生
広
場
で

「
Ｕ
‐
３
親
子
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
く
。
対
象

は
３
歳
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の

親
で
定
員
１
０
０
組
（
要
予

約
）。
参
加
無
料
。
午
前
10
時

開
会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
23
・

７
６
７
６
ま
で
。

★
大
正
琴
部
発
表
会

　

韮
崎
市
文
化
協
会
大
正
琴
部

に
よ
る
発
表
会
が
、12
月
３
日
、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。
入
場
無

料
。
午
後
１
時
10
分
開
演
。
詳

し
く
は
☎
22
・
４
０
９
１
ま
で
。

■
公
開
講
座

　

韮
崎
市
立
大
村
記
念
図
書
館

と
放
送
大
学
共
催
の
公
開
講

座「
タ
ン
パ
ク
質
と
は
何
か
？
」

が
、
11
月
22
日
に
韮
崎
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
で
開
か
れ

る
。
講
師
は
山
梨
大
学
の
大
山

拓
次
教
授
。
定
員
40
人
で
要
予

約
。
参
加
無
料
。
午
後
１
時
30

分
開
会
。
詳
し
く
は
☎
０
５
５

‐
２
５
１
‐
２
２
３
８
ま
で
。

★
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

11
月
22
日
に
韮
崎
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
共
用
ス
ペ
ー

ス
で
私
立
山
梨
英
和
中
学
校
・

高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
「
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開

か
れ
る
。
入
場
無
料
。
午
後
２

時
開
会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

22
・
１
１
２
１
ま
で

■
親
子
お
せ
ち
料
理
教
室

　
「
親
子
お
せ
ち
料
理
教
室
」

が
、
12
月
６
日
に
韮
崎
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
で
開
か
れ

る
。
対
象
は
市
内
在
住
の
小
学

生
親
子
。定
員
８
組（
先
着
順
）。

申
し
込
み
は
11
月
28
日
ま
で
。

参
加
無
料
。
午
前
10
時
開
会
。

問
い
合
わ
せ
は
☎
23
・
４
３
１

０
ま
で
。

高
齢
者
に
外
出
の
機
会
を

大
人
食
堂「
コ
ハ
ラ
ン
チ
」開
店

行
方
不
明
者
捜
索
訓
練

捜
索
開
始
か
ら
発
見
ま
で

気
軽
に
情
報
発
信

冊
子
づ
く
り
紹
介

会話をしながら料理を楽しむ参加者

行方不明者発見の連絡を受け、本人確認を
する捜索協力者
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韮
崎
市
議
会
の
臨
時
会
が

10
月
20
日
〜
22
日
ま
で
開
か

れ
、
最
終
日
の
22
日
、
清
水

康
雄
議
長
と
金
井
洋
介
副
議

長
が
「
一
身
上
の
都
合
」
を

理
由
に
辞
職
し
た
こ
と
か

ら
、
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ

れ
た
。

　

無
記
名
に
よ
る
投
票
が
行

わ
れ
、
議
長
に
韮
真
ク
ラ

ブ
の
内
藤
正
之
市
議
（
70
）、

副
議
長
に
は
公
明
党
の
中
島

美
弥
子
市
議
（
64
）
を
そ
れ

ぞ
れ
選
ん
た
。

　

市
の
議
会
事
務
局
に
よ
る

と
、
市
議
会
の
議
長
は
当
選

回
数
に
関
わ
ら
ず
副
議
長
経

験
者
が
資
格
を
有
し
、
市
議

会
議
員
の
申
し
合
わ
せ
で

１
、
２
年
ご
と
に
交
代
し
て

い
る
の
が
慣
例
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
。

　

本
紙
発
行
開
始
の
２
０
１

６
年
以
降
の
９
年
間
で
議
長

は
、
西
野
賢
一
氏
（
任
期
１

年
）、
田
原
一
孝
氏
（
同
１

年
）、
宮
川
文
憲
氏
（
同
２

年
）、
浅
川
裕
康
氏
（
同
２

年
）、
田
原
一
孝
氏
（
同
１

年
）、清
水
康
雄
氏（
同
２
年
）

と
な
り
、
今
回
の
改
選
で
７

人
目
に
な
る
。

　

地
方
自
治
法
で
は
議
長
の

任
期
は
原
則
４
年
。
議
会
の

論
理
が
優
先
さ
れ
る
こ
と

で
、
議
長
の
議
会
運
営
の
調

整
能
力
よ
り
も
「
名
誉
職
」

的
な
扱
い
に
な
る
懸
念
が
指

摘
さ
れ
る
一
方
で
、
議
長
経

験
を
積
む
機
会
に
な
る
と
い

う
考
え
も
あ
る
。

　

議
長
の
短
期
交
代
に
対

し
、「
数
年
で
交
代
す
る
の

は
役
に
対
し
て
重
み
が
な

い
。
一
度
は
経
験
し
た
い
名

誉
職
な
の
で
は
な
い
か
」（
本

町
在
住
・
70
代
男
性
）
や
「
議

長
職
に
就
く
と
、
一
般
質
問

が
で
き
な
く
な
る
慣
例
が
あ

る
よ
う
な
の
で
、
２
年
ご
と

の
交
代
は
適
正
だ
と
思
う
」

（
同
・
60
代
女
性
）、「
年
数

は
関
係
な
く
、
議
長
選
出
の

過
程
が
見
え
や
す
い
よ
う
立

候
補
制
に
し
て
、
所
信
を
表

明
し
て
か
ら
議
長
選
を
す
る

の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」

（
龍
岡
町
在
住
・
50
代
男
性
）

と
い
う
声
も
あ
り
、
今
後
の

議
会
運
営
が
注
目
さ
れ
る
。

　
甘
利
山
美
化
活
動

　

甘
利
山
の
景
観
維
持
と
環

境
保
全
を
目
的
に
し
た
「
甘

利
山
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」（
韮

崎
市
主
催
）
が
、
10
月
25
日

に
行
わ
れ
、
韮
崎
市
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
11
団
体
の

会
員
や
市
民
な
ど
約
１
６
０

人
が
参
加
し
た
。

　

こ
の
甘
利
山
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
は
、
県
道
６
１
３
号
甘

利
山
公
園
線
が
通
行
止
め
に

な
る
11
月
下
旬
を
前
に
市
内

の
団
体
や
市
民
に
参
加
を
呼

び
か
け
て
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
17
回
目
を
数

え
た
。（
写
真
）

　

当
日
は
、
小
雨
の
降
る
な

か
、
甘
利
山
の
山
頂
付
近
や

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
群
生
地
な

ど
、
11
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ

て
作
業
を
実
施
し
、
参
加
者

は
手
鎌
や
刈
り
払
い
機
で
ミ

ヤ
コ
ザ
サ
や
ワ
ラ
ビ
、
ス
ス

キ
な
ど
を
刈
り
取
っ
て
い
っ

た
。

　

ま
た
、
刈
り
取
っ
た
下
草

は
、
雨
に
よ
る
土
の
流
出
防

止
や
登
山
者
の
転
倒
防
止
の

た
め
に
登
山
道
に
敷
き
詰
め

た
。

　

市
の
商
工
観
光
課
の
担
当

者
は
、「
雨
の
中
で
も
多
く

人
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
ま
す
。
甘
利
山
に

あ
る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
や
貴
重

な
植
物
を
守
り
、
草
原
を
森

林
に
し
な
い
よ
う
に
関
係
団

体
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
景

観
の
維
持
に
努
め
て
い
く
」

と
話
し
た
。

　
桝
形
さ
ん
知
事
賞
に

　

旭
町
在
住
の
桝
形
昭
平
さ

ん
（
81
）
が
、
10
月
22
日
に

甲
府
市
で
開
か
れ
た
「
第
47

回
山
梨
県
文
化
協
会
連
合

会
・
第
23
回
山
梨
県
川
柳
協

会
川
柳
合
同
大
会
」
で
最
高

賞
に
あ
た
る
山
梨
県
知
事
賞

に
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
川
柳
合
同
大
会
に
は

約
80
人
が
参
加
し
、
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
た
課
題
の

「
情
」、「
花
」、「
実
」、「
夢
」

の
４
つ
に
対
し
て
、
１
人
２

句
ず
つ
を
投
句
し
、
各
課
題

の
選
者
が
１
点
～
３
点
満
点

を
評
価
し
て
、
合
計
点
で
順

位
を
決
め
た
。

　

同
大
会
で
初
め
て
賞
に
選

ば
れ
た
と
い
う
桝
形
さ
ん

は
、「
課
題
が
発
表
さ
れ
て

か
ら
１
カ
月
間
で
１
０
０
句

ほ
ど
詠
ん
で
厳
選
し
た
。
誰

も
が
も
ら
え
る
賞
で
は
な
い

の
で
う
れ
し
い
」
と
い
い
、

「
受
賞
が
ま
ぐ
れ
だ
と
言
わ

れ
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら

も
努
力
し
て
い
く
」
と
話
し

た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
交
流

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
横
の
つ

な
が
り
を
つ
く
ろ
う
と
、「
韮

崎
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
」（
清
水
昭
二
会
長
）は
、

10
月
21
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

交
流
会
「
生
き
が
い
広
場
」

を
大
草
町
の
韮
崎
市
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。

　

こ
の
生
き
が
い
広
場
は
、

「
つ
な
が
ろ
う　

ひ
ろ
が
ろ

う　

笑
顔
の
輪
」
を
合
言
葉

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
取

り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
、

人
材
の
交
流
や
活
動
の
充
実

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

回
で
６
回
目
。（
写
真
）

　

当
日
は
、
６
団
体
か
ら
約

45
人
が
参
加
。
開
会
の
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
清
水
会
長

は
、「
現
在
、
社
会
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
だ
と
叫

ば
れ
て
い
る
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
人

は
ま
だ
少
な
い
と
感
じ
て
い

る
。
こ
の
会
を
き
っ
か
け
に

他
団
体
と
の
つ
な
が
り
を
つ

く
り
、
よ
り
充
実
し
た
活
動

を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

　

子
ど
も
が
自
分
の
大
切
さ

を
実
感
で
き
る
社
会
を
つ
く

ろ
う
と
、
今
年
４
月
に
清
哲

町
で
発
足
し
た
任
意
団
体

「
子
ど
も
の
権
利
を
考
え
る

会
」（
有
沢
千
花
子
世
話
人
）

は
、
10
月
19
日
に
一
般
対
象

の
「
お
と
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
ニ
コ
リ
で
初
め
て
開
い

た
。（
写
真
）

　

こ
の
「
お
と
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
は
、
子
ど
も
の

権
利
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら

お
う
と
、
米
国
発
祥
の
人
権

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「Child 

Assault Prevention

（
以

下
：
Ｃ
Ａ
Ｐ
）」
を
紹
介
す

る
も
の
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ

Ａ
Ｐ
ユ
ニ
ッ
ト
（
東
京
都
）

の
斉
藤
薫
副
代
表
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｃ
Ａ
Ｐ
く
れ
よ
ん
（
埼

玉
県
）
の
西
村
説
子
代
表
理

事
を
講
師
に
迎
え
た
。

　

当
日
は
市
内
外
か
ら
14
人

が
参
加
し
、
斉
藤
さ
ん
は
、

「
子
ど
も
た
ち
は
安
全
な
環

境
で
安
心
し
て
自
分
に
自
信

を
持
っ
て
生
活
す
る
た
め
の

守
ら
れ
る
べ
き
権
利
が
あ

る
」
と
い
い
、
小
学
校
で
披

露
し
て
い
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
劇
を
紹
介
し
、「
自
分

が
嫌
だ
と
感
じ
た
ら『
嫌
だ
』

と
意
思
を
伝
え
る
」
や
「
誰

か
に
相
談
す
る
」
な
ど
の
方

法
を
伝
え
た
。

　

続
い
て
、
西
村
さ
ん
は
、

「
保
護
者
、
地
域
の
者
と
し

て
大
人
が
で
き
る
こ
と
」
と

し
て
、「
大
人
と
子
ど
も
で

は
圧
倒
的
な
力
の
不
均
衡
が

あ
る
」、「
子
ど
も
か
ら
『
学

校
に
行
き
た
く
な
い
』
と
言

わ
れ
た
際
に
は
、『
行
か
な

き
ゃ
だ
め
』
で
は
な
く
、『
行

き
た
く
な
い
ん
だ
ね
。
話
し

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』
と

子
ど
も
を
尊
重
し
、
行
動
の

選
択
肢
を
子
ど
も
に
託
す
こ

と
が
重
要
」
と
語
っ
た
。

　

最
後
は
、「
子
ど
も
は
信

頼
し
て
い
る
人
に
相
談
す

る
。
初
期
対
応
で
『
よ
く
話

し
て
く
れ
た
ね
』
と
寄
り
添

う
こ
と
が
大
切
」
と
い
い
、

「
皆
さ
ん
の
手
は
、
子
ど
も

を
や
さ
し
く
包
む
た
め
に
あ

り
ま
す
」
と
話
し
た
。

た
。

　

活
動
発
表
で
は
、
15
分
の

持
ち
時
間
で
「
イ
ベ
ン
ト
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
や
「
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
こ
ぶ
し
の
会
」
の
大

型
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、

「
シ
ニ
ア
歌
声
倶
楽
部
エ
ゴ

ド
ラ
」
に
よ
る
合
唱
な
ど
、

各
団
体
が
慰
問
や
学
校
な
ど

で
行
っ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
紹
介
し
た
。

　
韮
小
で
校
外
学
習

　

若
宮
の
若
宮
八
幡
宮
（
藤

原
武
男
宮
司
）
を
会
場
に
し

て
実
施
し
て
い
る
市
立
韮
崎

小
学
校
の
社
会
科
の
校
外
学

習
「
地
域
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
も
の
」
が
10
月
15
日
に

行
わ
れ
、
４
年
生
40
人
が
訪

れ
た
。

　

こ
の
校
外
学
習
は
、
境
内

の
見
学
や
神
楽
の
観
賞
な
ど

を
通
し
て
神
社
の
歴
史
を
学

び
、
地
域
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
お
う
と
、
２
０
２
０

年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
。

　

当
日
は
、
藤
原
宮
司
の
案

内
で
手
水
舎
や
随
神
門
な
ど

を
巡
り
、
拝
殿
で
は
15
年
に

枯
れ
て
伐
採
さ
れ
た
黒
松

「
亀
鶴
（
き
か
く
）
松
」
の

幹
の
断
面
を
紹
介
し
、「
樹

齢
約
３
０
０
年
で
文
化
年
間

の
１
８
０
４
～
17
年
に
は
韮

崎
八
景
と
い
う
名
物
と
し
て

『
若
宮
齢
松
』
と
呼
ば
れ
て

い
た
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
神
楽
殿
で
は
若
宮

八
幡
宮
神
楽
団
（
野
田
泰
男

団
長
）
に
よ
る
神
楽
「
岩
戸

物
語
」
の
「
素
盞
嗚
尊
（
す

さ
の
お
の
み
こ
と
）」、「
鈿

女
（
う
ず
め
）」、「
手
力
雄

命
（
た
ぢ
か
ら
お
の
み
こ

と
）」
が
囃
子
に
合
わ
せ
て

披
露
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
地

域
で
継
承
さ
れ
て
い
る
舞
の

世
界
を
感
じ
て
い
た
。

　

北
林
大
葵
さ
ん
（
10
）
は
、

「
随
神
門
の
朱
色
が
悪
を
退

け
る
魔
除
け
の
色
と
い
う
こ

と
を
知
り
、
驚
い
た
。
お
神

楽
は
衣
装
が
き
れ
い
で
自
分

も
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

富
士
見
２
丁
目
自
治
会

（
浅
川
貴
会
長
）
は
、
10
月

31
日
の
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
」

に
ち
な
ん
で
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
地
区
内
の
民
家
を

巡
っ
て
菓
子
を
も
ら
う
「
ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
」
を

25
日
に
開
い
た
。（
写
真
）

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
子
ど
も
た
ち

の
思
い
出
づ
く
り

や
地
域
住
民
同
士

が
顔
の
見
え
る
関

係
を
つ
く
り
、
災

害
時
に
助
け
合
え

る
よ
う
に
し
よ
う

と
、
２
０
１
８
年

か
ら
自
治
会
行
事

の
一
環
と
し
て

行
っ
て
い
る
。

　

当
日
は
、
ア
ニ

メ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
魔
法
使
い
な
ど
の
衣

装
を
着
た
５
歳
～
15
歳
ま
で

の
19
人
が
「
富
士
見
２
、
３

丁
目
公
民
館
」
に
集
合
。
２

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
地

区
内
の
自
治
会
役
員
や
協
力

者
の
自
宅
を
訪
れ
、
声
を
合

わ
せ
て
「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・

ト
リ
ー
ト
」
と
菓
子
を
も
ら

う
合
言
葉
を
言
っ
て
、
チ
ョ

コ
や
ア
メ
玉
な
ど
を
受
け

取
っ
た
。

　

参
加
し
た
佐
久
間
咲
江
さ

ん
（
韮
崎
小
２
年
）
は
、「
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。
好
き

な
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
格
好
を
し
て
、
お
友
達
と

歩
い
て
、
た
く
さ
ん
お
菓
子

が
も
ら
え
て
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

浅
川
会
長
は
、「
地
域
の

宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ
た
。

自
治
会
行
事
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
て
続
け
て
い
く
」
と
話
し

た
。

　

市
立
韮
崎
北
西
小
学
校

（
横
内
理
香
校
長
）
の
３
、

４
年
生
計
29
人
が
、
10
月
24

日
、
校
外
学
習
授
業
の
一
環

と
し
て
円
野
町
の
「
徳
島
堰

用
水
路
」
を
訪
れ
、
徳
島
堰

の
歴
史
や
用
途
な
ど
を
学
ん

だ
。（
写
真
）

　

こ
の
校
外
学
習
は
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し

て
、
児
童
た
ち
に
地
域
の
歴

史
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
徳
島

堰
を
管
理
し
て
い
る
釜
無
川

右
岸
土
地
改
良
区
連
合
の
小

田
切
幸
樹
さ
ん
と
芦
沢
正
輝

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
。

　

当
日
、
小
田
切
さ
ん
は
徳

島
堰
に
つ
い
て
、「
こ
の
土

地
は
、
昔
、
水
源
が
少
な
く
、

農
産
物
が
思
う
よ
う
に
生
産

で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
徳

島
堰
が
つ
く
ら
れ
た
」
と
円

野
町
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
市
曲

輪
田
新
田
ま
で
約
17
㌔
の
水

路
が
続
い
て
い
る
こ
と
、
水

を
使
っ
て
水
稲
や
野
菜
、
果

樹
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

ま
た
、
２
つ
の
班
に
分
か

れ
て
水
門
や
沈
砂
池
と
管
理

事
務
所
を
見
学
。
1
班
を
引

率
し
た
芦
沢
さ
ん
は
「
水
は

釜
無
川
か
ら
取
水
し
て
、
遠

隔
操
作
盤
で
堰
の
水
量
を
調

整
し
て
い
る
」、「
農
業
用
水

以
外
に
防
火
用
水
に
も
使
わ

れ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　

茂
田
鉄
平
さ
ん
（
３
年
）

は
、「
江
戸
時
代
に
17
㌔
の

水
路
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
家
の
近
く
に
も

徳
島
堰
が
流
れ
て
い
る
の

で
、
歴
史
を
知
れ
て
よ
か
っ

た
で
す
」
と
話
し
た
。

議
長
席
２
年
交
代
が
慣
例
に

議
長
席
は「
名
誉
職
」な
の
か
？

子どもの人権を考える

い
た
ず
ら
し
ち
ゃ
う
ぞ
！

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

富士見 2 丁目
自　治　会

徳
島
堰
を
見
学

韮
崎
北
西
小
学
校
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25 永田 京子様

保坂 沙央里様

朝を大切にする仲間を募集中！

※11 月 4 日の山梨県倫理法人会 女性委員長 三科智恵美 様と
同倫理法人会 朝礼委員長 小田切康雄 様の講話は終了しました。
また、予告なく演題が変更になることがございます。

 菅井 礼子様

参加を希望の方は事前にご連絡下さい

の時間を

毎週火曜日

経営者モーニングセミナー開催
参加費
無料朝有効に 活用して

みませんか！

株式会社アッセンブル 代表取締役

身延・富士川準倫理法人会 会長 
住友生命保険相互会社 営業主任

「女性が働く価値」

「会長を拝命して学んだこと」

「子女名優」
法人レクチャラー
（株）幸手スプリング 常務取締役

有限会社

 TEL0551-45-8107

代表 若月重仁

若月建設

〒407-0055
山梨県韮崎市清哲町青木2115

山梨県知事　般-6 第7543号

アスファルト 舗装・施工

正社員募集中
詳しくは下記電話番号へ

 FAX0551-45-8129

　　株式会社
八ヶ岳総合不動産

北杜市大泉町
　　　西井出 8240-6321

電話：0551-38-1711

お客さまのパートナーとして
お手伝いさせていただきます

　山梨県宅地建物取引業協会所属
山梨県宅地建物取引業保証協会所属

山梨県知事（9）第1338号

土地や別荘などの購入
　　　　　　売却をお考えの方

使っていない不動産の
運用、売却

昊と杜一級建築士事務所
山梨県知事（梨）第1-042004 号

夢を叶える

北杜市小淵沢町 7169-3

お問い合わせ：0551-37-6606

〒408-0044

お家のことなら
なんでもご相談ください

名取工務店
山梨県知事許可（般-5）第10708号

向富山 蔵前院
韮崎市中央町 6-8

永代供養付樹木葬型個人墓

０９０-７５２２-６１３６

36
１区画 3６万円～（名板代込み・文字入れ代別）

（韮崎駅から徒歩 5分）

区画
永代霊廟 慈恩内

お墓に関するお問い合わせは

※区画予約金不要

ホームページはこちらから
→

自動車高値買取
安心サポート販売

法人向け新車リース始めました法人向け新車リース始めました

（株）石原精機製作所
☎ 0551-22-7268
✉ ishihara@wish.ocn.ne.jp

パート大募集

HP

韮崎市旭町上条北割 1981-8 アットホームな職場です

一般産業機械等の部品の
加工業務を行っております。 詳しくはHPから

駅そば
うまい・やすい・早い

三拍子

駅弁の丸政

甲府北口店、韮崎駅、 長坂駅
小淵沢駅、富士見駅

甲府北口店、韮崎駅、 長坂駅
小淵沢駅、富士見駅

お気軽にお問い合わせ下さい。
Tel 0551-36-2521

お弁当・料理を承ります。
スタッフ募集中

　
「
と
に
か
く
お
酒
が
好
き
」

と
い
う
酒
井
絵
美
店
主
が
厳

選
し
た
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
な

ど
を
店
の
一
角
に
設
け
ら
れ

た
立
ち
飲
み
コ
ー
ナ
ー
で

飲
む
こ
と
が
で
き
る
酒
店

「URAKURA

（
以
下
：
ウ

ラ
ク
ラ
）」
が
、
こ
の
ほ
ど

本
町
の
テ
ナ
ン
ト
施
設
「
サ

ス
ヨ
」内
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

こ
の
ウ
ラ
ク
ラ
は
、
築
約

１
５
０
年
の
土
蔵
（
約
30
平

方
㍍
）を
改
装
し
た
も
の
で
、

店
内
に
は
、
冷
蔵
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
４
台
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
最
大
７
人
が

利
用
で
き
る
「
角
打
ち
」
と

い
わ
れ
る
酒
の
立
ち
飲
み

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
酒
に
合

う
つ
ま
み
の
缶
詰
や
ス
ナ
ッ

ク
菓
子
が
用
意
さ
れ
、
仕
事

帰
り
な
ど
に
気
軽
一
杯
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

店
内
に
用
意
さ
れ
た
約
１

４
０
種
類
の
銘
柄
は
、
酒
井

店
主
が
10
年
間
、

長
野
県
の
ビ
ー
ル

醸
造
所
や
大
手
飲

料
企
業
で
働
く
傍

ら
、
国
内
外
の
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
や

ワ
イ
ン
な
ど
の
醸

造
所
を
巡
っ
て
気

に
入
っ
た
酒
や
取

り
寄
せ
て
う
ま
味

を
感
じ
た
酒
な
ど

が
選
ば
れ
て
い
る
。（
写
真
）

　
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が

初
め
て
の
人
で
も
ま
ず
は
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
気
に
な
る
土

地
で
選
ん
で
も
ら
い
飲
ん
で

ほ
し
い
。
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な

も
の
や
苦
み
を
抑
え
た
ま
ろ

や
か
な
も
の
な
ど
、
取
り
そ

ろ
え
て
い
ま
す
」
と
い
い
、

「
こ
の
場
所
が
人
と
お
酒
、

人
と
人
が
つ
な
が
る
交
流
の

場
に
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

営
業
時
間
は
午
後
１
時

～
８
時
（
平
日
午
後
３
時
30

分
～
４
時
30
分
休
み
）
で
不

定
休
。
詳
し
く
は
☎
０
５
０

‐
６
８
６
２
‐
６
２
７
５

（
酒
井
）
ま
で
。

　

任
意
団
体
「decoboko 

no kai

」（
鈴
木
千
晶
代
表
）

で
は
、
11
月
30
日
に
知
的
障

が
い
を
伴
う
自
閉
症
児
と
健

常
児
を
育
て
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
を
迎
え
た
講
演
会
を

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文

化
ホ
ー
ル
で
初
め
て
開
く
。

　
「decoboko no kai

」は
、

障
が
い
児
を
育
て
、
同
じ
悩

み
を
持
つ
家
族
同
士
が
寄
り

添
い
合
え
る
場
所
を
つ
く
ろ

う
と
、
昨
年
３
月
に
設
立
し

た
も
の
で
、
２
カ
月
に
１
回

の
交
流
を
続
け
て
い
る
。

　

講
演
会
に
迎
え
る
講
師
は

岡
山
県
在
住
で
、
自
閉
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
症
の
娘
を
育
て
な

が
ら
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に

出
来
事
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
紹
介
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

サ
ー
の
蓬
郷
（
と
ま
ご
う
）

由
希
絵
さ
ん
で
、
ア
カ
ウ
ン

ト
「tom

agou.don

」
は
22

万
人
以
上
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が

い
る
。（
写
真
）

　

当
日
は
「
笑
い
あ
り
涙
あ

り
子
育
て
講
演
会
in
山
梨
〜

私
が
育
て
た
子
は
知
的
障
害

を
伴
う
自
閉
症
児
と
健
常
児

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
し
て
い
る

日
常
の
育
児
や
家
族
と
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹
介
す
る

予
定
。

　

鈴
木
代
表
は
、「
講
演
を

通
し
て
障
が
い
を
持
つ
子
ど

も
を
育
て
る
人
の
気
持
ち
や

障
が
い
に
つ
い
て
知
っ
て
も

ら
う
機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

講
演
会
は
、
午
前
10
時

30
分
開
会
で
、
定
員
２
７

０
人
。
参
加
費
は
大
人
２

５
０
０
円
、
子
ど
も
（
０

歳
～
高
校
生
）
１
５
０
０

円
。
問
い
合
わ
せ
は
メ
ー

ル
でdecobokonokai8@

gm
ail.com

ま
で
。

　

韮
崎
市
民
俗
資
料
館
と
韮
崎
市
中
央

公
民
館
は
、
日
本
の
昔
の
遊
び
を
体
験

で
き
る
「
に
ら
み
ん
で
秋
祭
り
」
を
、

10
月
25
日
に
民
俗
資
料
館
敷
地
内
で
開

き
、多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

こ
の
に
ら
み
ん
で
秋
祭
り
は
、
こ
ま

回
し
や
け
ん
玉
、
羽
子
板
な
ど
の
昔
の

遊
び
を
通
し
て
、
親
子
の
絆
を
育
む
こ

と
や
参
加
者
同
士
の
交
流
を
図
っ
て
も

ら
お
う
と
、
２
０
１
５
年
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
。（
写
真
）

　

当
日
は
、
昔
遊
び
の
ほ
か
に
竹
製
の

弓
矢
を
使
っ
た
的
当
て
や
厚
紙
を
使
っ

た
ブ
ー
メ
ラ
ン
づ
く
り
な
ど
の
ブ
ー
ス

も
並
び
、
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
や
ス

タ
ッ
フ
か
ら
遊
び
方
を
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
、
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
た
。

　

藤
井
町
か
ら
参
加
し
た
細
井
悠
摩
さ

ん（
６
）は
、「
初
め
て
遊
ぶ
遊
び
が
い
っ

ぱ
い
あ
っ
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
弓

矢
の
的
当
て
は
お
家
で
は
で
き
な
い
の

で
、
た
く
さ
ん
遊
び
ま
し
た
」
と
話
し

た
。

障
が
い
者
へ
の
理
解
を

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
迎
え
講
演

昔
遊
び
を
体
験
し
て

民
俗
資
料
館
で
開
催

築150年の蔵で
酒類を飲み比べ
URAKURA開店

https://www.komai-kodomo.com
https://www.instagram.com/carshop_garden?igsh=bmplZDllcXlxcXFu
http://www.nirasaki-breeze.jp/fr_koen.php?cd=R7/251214
https://ishiharaseiki.jp/



